
ストップ温暖化！低炭素社会のまちあかしプランの改定 

『改定のプロセスについて』 
 

 

計画改定にあたって、下図の策定プロセスのとおり審議等を進めて参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ プロセスの手順として、前段から後段へと一方向に進行する形を提示しておりますが、

実際には、後段の検討結果を踏まえて前段の再検討等が必要になることもあります。 

資料１－１ 
 

【改定プロセス】 

 

 １．基本情報の整理（資料１－２） 

・計画の見直し方針 

 ・計画期間及び計画の位置づけの整理 

 ・国・県との温室効果ガス排出量の比較 

 ・区域の自然的社会的条件の把握・整理 

３．温室効果ガス排出量の推計（資料１－４） 

 ・温室効果ガス排出量の現状及び将来推計 

５．計画全体の目標の設定 

（次回審議会） 

・総量削減目標の設定 

・総量削減目標以外の計画目標の設定 

・総合的な目標と計画目標の関係整理 

・設定した目標値の蓋然性の確認 

４．対策・施策の立案（資料１－５） 

（今回の審議会で方向性案を提示） 

・温室効果ガス排出の要因分析 

・施策の体系的な整理 

・対策・施策ごとの進捗管理指標及び

目標の設定 

・地方公共団体の講じ得る施策の検討 

６．計画の公表 

・計画素案の作成   ・計画素案の合意形成   ・計画の策定・公表 

２．現計画の施策の評価（資料１－３） 

 ・現計画の施策の評価等を整理 


